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琉球列島産鳴く虫に関する研究

第１o報琉球列島の直翅目相

大城安弘＊

(沖縄総合事務局農林水産部）

＊

YasuhiroOSHIRO：StudiesontheSinginglnsectsintheRyukyulslands・

ＰａｒｔｍＯｎｔｈｅＯｒｔｈｏｐｔｅｒｏｕｓＦａｕｎａｉｎｔheRyukyuIslands．

はじめに めるに当たり御協力下さった沖縄女子短期大学の

鳴き虫会の諸氏に厚く御礼申し上げる。

琉球列島における直翅目昆虫相については若干

の報告がある（高良ら，１９７３；金城ら,1978,1980；

曰浦ら，1978；岡，1982；直翅類研究グループ，

1983）が，特にこの３～４年，大阪市立自然史博

物館を中心とした「直翅類研究グループ」や東京

都立大学の山崎柄根によって新属新種が続々と発

見・発表されている。そういう状況下にありなが

らも，曰本（琉球列島）の直翅目昆虫の分類学的

研究は未完成で，多くの未記載種や学名に問題の

ある種が多い。本来ならば，記載発表された種の

みをリストアップした方が妥当と思われるが，そ

れらが整理（記載）されるまでにはまだまだ長時

間を要すると思われるので，取り敢えず仮称の与

えられた種についても報告することにした。

本文に先だち，本稿を校閲していただき，有益

な御助言を賜わった鹿児島大学農学部の永冨昭

教授，松阪大学の上島法博教授，東京都の松

浦一郎氏，長野県の小林正明氏，愛知県の岡

田正哉氏，三重県の加納康嗣氏，また，研究を進

目録

各種について学名・和名・採集品データ(採

集地・採集年月日・採集個体数.性別・採集者

名）・特徴等の順に記した。琉球列島内の産地は

北から南へ，そして国内，国外における分布につ

いても付記した。また，初めて記録される種につ

いては種名の前に※印を付した。なお，採集者名

の無いのは筆者の採集品である。

標本は大阪市立自然史博物館，名古屋昆虫館，

松阪大学，小林正明氏，加納康嗣氏，そして筆者

が保管している。

ＴＥＴＴＩＧＯＮＩＩＤＡＥキリギリス科

キリギリス亜目（ENSIFERA）の内，体は左右

に平たく，翅をたたんだときは左翅が右翅の上に

重なるのが一般的である。前翅のキチン化強<，

発音器をもつ場合は左右の前翅をたたんだときの

水平部がそのために特殊化している。産卵管は剣

＊Agriculture，ForestrXandFisheryDivision，OkinawaGeneralBureau，

OkinawaDevelopmentAgency，Maejima2-21-5，Naha，Okinawa９００，Japan．
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状またはそった青竜刀型である。聴覚器は前脈節

にあり，附節は４節。これらの特徴をもったもの

がこのグループで，現在，琉球列島からは31種が

知られている。

１．Ｔｏｇｏ７ｚａ拠冗ＺｃｏＺｏγＭＡＴｓｕＭｕＲＡｅｔ

ＳＨ１ＲＡＫ１クサキリモドキ

沖縄島(多野岳)，ｌ９８０－Ｘ－ｌｌ，1２，加納康

嗣：（与那覇岳)，’9８２－１－１，１２，藤本艶彦。

樹上性で形態や色斑は木の葉に酷似する。

山崎（１９７１）はクサキリモドキの和名に対して

Ｐ/zy〃ｏｍｍｍｓｓ〃cnsの学名を当てているが，

本報では表記のようにした。現在のところ沖縄島

のみから記録されている。

２．Ｐﾉza7zeγopteγαｓｐ、リュウキュウツユムシ

（仮称）

沖縄島(名護市)，l977-Xl－２０，１旱，曰浦勇；

(与那川)，1985-V１－２２，３８２２・

久米島，1983-Ｖ－２８，１３・

渡名喜島，１９７８－１Ｖ－２８，１９，小浜継雄。

北大東島，’９８３－１－２９，２８２旱・

南大東島，l983-iX-l4，３８３２・

宮古島，’981-V１１１－２０，１８，岡徹。

石垣島，1979-Ｖ－１９，１８，岡田正哉；（オモ

ト山麓)，l985-Xi－１６，２８･

与那国島，l982-Vil－２３，３８３２，小林正明；

１９８３－１１１－１６，１２；1983-Ｖ－１６，１８．

体色は薄緑色の単色で各脚附節は緑褐色。体形

は細長でキャシャな感じがする。

３．Ｐｂα"eγOPreγαｓｐ，アカアシチピツユムシ

（仮称）

石垣島，1978-Ｘ－４，１８，小浜継雄；（米原)，

1981-Ｖ－１９，２８，岡田正哉。

西表島(浦内川)，1981-V１－２４，１８１２，小

林正明。

体色は鮮緑色で濃褐色の斑点が発達し，前胸背

板，腹背板側部，中・後腿節はまだら状となる。

前腿節，前・中脛節基部は燈赤色（和名の由来)。

４．Ｐ/zα"eγoPteγαｇγα?ｚｄｉｓＭＡＴｓｕＭｕＲＡｅｔ

ＳＨｌＲＡＫｌオオツユムシ

石垣島，’930-V'1－１４，１２，宝塚昆虫館。

体長（翅端まで）５５mmという大型種。我が国か

らは石垣島のみから知られている。

台湾(台北市)，ｌ９８２－Ｘ－１０，１８．

５．Ｐ/za7DeγoPteγαｓｐオキナワツユムシ（仮称）

沖縄島(奥川)，1977-X１－１８，１８２２；（与那

川)，1978-Ｘ－１０，１８；1985-V１－２２，２８３

２．

体色は濃緑色で各脚は脛節の最末端と附節だけ

が暗褐色。後翅と腹部が紫がかった紅色を帯びる。

現在のところ，沖縄島のみから知られている。

６．，皿cetjajaPo7zica（THuNBERG）セスジツ

ユムシ

奄美大島(竜郷町)，l975-Vil－９，１８,富永修

；（湯湾岳)，’970-V１－２６，１８，柴田保彦。

沖縄島(首里)，1978-V１－５，３８４２；（名護

市)，1980-Ｘ－１１，１８，加納康嗣

渡名喜島，l978-lV－２８，１２，小浜継雄。

北大東島，１９８３－１－２７，５８４２･

宮古島，1981-V１１１－２０，１８２２，岡徹。

石垣島，l975-Xii－８，１？，紫田保彦；１９７９

－Ｖ－１９，１８，岡田正哉。

沖縄島産は年２化（本州や九州産は年１化）で

あること，体が大きいこと等からして「種分化」

しつつあるものと思われる。

本州・四国・九州。朝鮮，華北から西は四川，

カシミール，東はニューギニア，オーストラリア

までの熱帯アジア。

７．Ｐ/zα泌比Zadaitoe7zsis（MATsuMuRAet

SHIRAKI）ダイトゥクダマキモドキ

奄美大島(名瀬市)，l961-Vii－１８，１２，今中

宏；（赤尾木)，l981-iX－２４，１８，吉岡政幸。

沖縄島(呉我山)，l978-Vil－２６，２８２且。

渡嘉敷島，l974-Xii-l，１８，紫田保彦。

座間味島，1980-v''－２０，２８１２。
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津堅島，1984-V１１－２８，１２。

宮古島，1975-Vi－２９，１８，布村昇。

多良間島，l979-Vii－２１，１８３２･

石垣島，l980-Xii－８，１２，岡田正哉；１９８１

－V１－２２，２８１２，小林正明；1973-Ｖ－１，１

旱，土井仲治郎。

竹富島，1984-Vii－１０，１３８１４２．

西表島，l980-XiI－７，２８，岡田正哉；１９８２

－VⅡ－２５，５８３２，小林正明。

波照間島，1983-V'－２２，２８５２，清水清市。

与那国島，l983-iii－１８，１８１９。

本種の前翅は幅広で丸みを帯びるので他のクダ

マキモドキやツユムシ類と区別できる。雄は「シ

ュ・シュ」と雌は「タツ・タツ」と鳴く。1984年

７月10曰，竹富島において１本のクロヨナに約５０

頭が群棲していた。

八文鳥。トカラ宝島・大東島。台湾(恒春)。

８Ｐ/ZａｚＬｍＪａｇ７ａｃｉＪｊｓ（MATsuMuRAet

SHIRAKI）ヒメクダマキモドキ

西表島(大冨)，1977-Ｘ－２４，１２，那須孝梯。

与那国島，1983-V1-30,18，丹羽力。

前種に比べ明らかに小さく，前翅も細い。前種

同様，雄は「シュ・シュ」，雌は「タツ・タツ」

と鳴くという。

本州・四国・九州・八丈島・三宅島・対馬・屋

久島・種子島。台湾(北投)。

９．ＰＳＷα〃αノ妙o"ｊｃａ（SH1RAK1）へリグロツ

ユムシ

奄美大島(湯湾)，1970-V１－２６，１８，紫田保

彦；（山間)，l980-Vi－１０，１８１２，岡田正哉。

藤本によれば２も鳴くという。曰本固有種。

本州・四国・九州・対馬・屋久島。

※,０．Psyγａ７ｚａｓｐオキナウヘリグロツユムシ
（仮称）

沖縄島(羽地川上)，l978-Vii－１５，１８，小浜

継雄；（与那川)，1985-V１－２２，８８９２。

久米島(具志川村)，1983-V１－２５，１８。

前種に比べ産卵管のトゲ（鋸状突起）が大きい。

1985年６月２２曰の採集品は総て燈火に飛来したも

のである。

※１１．Psyγａ７ｚａｓｐ、ヤエヤマヘリグロツユムシ

（仮称）

石垣島，1976-V１－２３，１８，宮城頼夫；１９８１

－Ｖ１－２２，１８１２，小林正明；1982-V１１１－２５，

１２。

与那国島，1983-V１－２，２２，丹羽力；１９８３

－Ｖ－２９，１２．

前種に比べやや大型。前胸背後葉ｄｉｓｋの黒帯

の形が他種と異なる。

※１２．Isopseγαｓｐサキオレツユムシ（仮称）

トカラ中之島，1984-V'－２４，２２，清水清市。

奄美大島(新村)，1980-Vi－９，６８３２，岡田

正哉。

沖縄島(辺野喜)，’985-V'－１５，１２，堀繁久。

全体緑色。鳴器部分は褐色でその中央部は濃褐

色。聴覚器は内・外側とも開く。前胸背の上側縁

(肩の部分)の後方は弱く角張る。尾毛は単純で先

端部で内側に曲がる（仮称の由来)。燈火に飛来す

るらしい。

※１３．１s｡'seγａｓｐナカオレツユムシ（仮称）

奄美大島，l980-Vii－５，１８，岡田正哉。

沖縄島(呉我山)，l978-Vi－８，１８；(与那)，

'985-Ｖ１－２２，４８３９。

石垣島，1979-Ｖ－１７，１８；1981-Ｖ－１９，

２８，岡田正哉；（名蔵)，1981-V１－２２，４８，

小林正明。

全体緑色。聴覚器は内・外側とも大きく開く。

前胸背上側縁(肩）は角張る。前胸背面・側面は平

ら。尾毛は太く大きく湾曲する（仮称の由来)。肛

上板は三角形，中央は縦に凹む。生殖下板両端は

顕著に発達する。

１４．MbcopodaeZo7zgam（LlNNAEus）タイワン

クツワムシ

トカラ中之島，1953-V１－１２，１２，宮本正一。
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奄美大島(湯湾岳)，1964-VⅡ１－１，１？，筒井

嘉隆；（住用村)，1964-V１１－３１，１２，紫田保彦。

沖永良部島，l984-Vil－５，１２，清水清市。

沖縄島(首里)，l972-X11－２０，２８３２；(名護

岳)，ｌ９８０－Ｘ－１１，１８１旱，加納康嗣。

渡名喜島，１９７８－Ⅳ－２８，１？，小浜継雄。

渡嘉敷島，１９７４－X'１－１，１８，紫田保彦。

久米島，’983-111-28,6822・

宮古島，ｌ９８１－１Ｘ－２７，２８１２･

多良間島，１９８２－’－２１，２６･

石垣島(宮良)，1979-V'１－２５，５８４２．

西表島(大富)，l982-Vii－２９，２８，小林正明

；1981-Ｘ－３０，１９，富永修。

与那国島，’９８３－１１１－１６，２８２２；１９８３－V’

－２，１２，丹羽力。

琉球列島のMbcopoda属は本種のみで，近似

種のクツワムシは棲息していない。

本州・四国・九州。台湾。

１５．Hejrace7ztγａｓｓｐタイワンウマオイ

奄美大島(竜郷)，1975-V''－９，１８，富永修。

沖縄島(与那川)，１９７８－Ｖ１－２０，３８１２；(首

里)，１９７９－Ｖ１－２５，４８３９・

宮古島，1981-Ｖ１－２１，２８，岡徹。

石垣島，１９６２－V'''－８，１８，岸勘治。

西表島(祖納)，1982-V１１－２６，３８，小林正明；

(大原)，’977-V'１１－４，１２，杉本武。

与那国島，1982-V|i－２３，３８２２，小林正明。

種子・屋久島以北に棲息するＨｚＬ"jcoJoγハ

タケ／ウマオイよりも短かく気ぜわし<“シッチ

ョ・シソチョ，，と鳴き，琉球列島においては本種

と混同されるような種はいない。

台湾。

※１６．Hejmce?ztγⅢｓｓｐ、アシグロウマオイ

沖縄島(与那)，1978-V''－２５，４８；(石川)，

l982-Vii－９，５８；（与那)，1982-Viii－２９，５

８１２・

座間味島，’977-V１１－２１，３８。

宮古島，’981-V'''－１８，３８；岡徹。

我が国においては筆者により1977年に座間味島

で発見されたのを機にその後，沖縄島，宮古島か

らも発見された。褐色型のみが採集され，緑色型

はただの1頭も目撃且つ採集されていない。

台湾。

※１７．Ｐ/zisisspマングローブウマオイ（新称）

西表島(仲間111)，1982-Ｘ１－，１４８１０２，

佐藤文保。

我が国未記録の属で，マングローブ樹上に棲息

し，９月頃から12月に成虫は多い。太平洋諸島に

は本種に近縁のＰ/zisjsPectZ"ａｔａ（ＧＵＥＲＩＮ）

トゲアシクサキリが棲息しているというが，本種

は明らかにウマオイ亜科に属するので表記の和名

にした。

１８Ｅ"ＣＯ〃CCCP/ｚａｍｓｔ/zu7z6eγgｊ（STAL）クピ

キリギス

沖永良部島，’964-V1１－２５，１２，小野武比古。

伊平屋島，’982-111-22,12,冨永修。

沖縄島(与那川)，1978-X''－１０，１８１２；

(首里)，１９７９－１－２６，１８２２・

渡名喜島，’978-1Ｖ－２８，１２，小浜継雄

渡嘉敷島，1974-X１１－１，２８１９，紫田保彦。

北大東島，’９８３－１－２８，４８２２・

南大東島，1983-ｌｘ－１４，３８３２。

宮古島，1981-V１－２１，１８１２，岡徹。

石垣島，1982-V'１１－２６，２８１２．

西表島，1975-Ｖ'－２０，１２，布村昇。

与那国島，’983－'１１－１６，３８２２．

曰本固有種。本州・四国・九州・対馬。

１９．Euco"oceP/ｚａｍｓＰα〃idzLs（REDTENBAcH‐

ＥＲ）オガサワラクピキリギス

沖縄島(与那)，1980－'''－２１，１８２２;(首里)，

1981－’－１５，１８１２・

北大東島，’９８３－１－２８，３８４２・

南大東島，１９８３－１Ｘ－１４，２８１２・

宮古島，1981-ｌｘ－２２，１８１２，岡徹。
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石垣島，l982-Vill－２６，１８１旱。

与那国島，’983－'''－１６，３８１０２．

前種に酷似するが，体は細長く，早の産卵管も

長い。前翅端は尖り，前種のように斜めに裁断さ

れない。

九州・四国・小笠原(父島)。台湾，中国，イン

ド，ハワイ。

２０．Euco"ocePhaJ皿ｓｍｓｕＪα"zLsREDTENBAcH‐

ＥＲタイワンクピキリギス？

粟国島，1978-Vi１－４，１９，谷口。

前二種に比し頭頂突起長く，前翅端は前二種の

中間で，現在のところ粟国島からのみ知られてい

る。

台湾。

２１．XbsjoP/zγｙｓノDCγｕａｔｈｉＢｏＬ１ｖＡＲシプイロカ

ヤキリモドキ

奄美大島(山間)，1980-V'－１０，１２，岡田正

哉。

沖縄島(首里)，1980-ｉ－１６，１８；’982-V''’

－１６，１８．

瀬底島，l982-Vii－２０，１８１２。

石垣島，1976-X'１－１９，１８，紫田保彦。

西表島，l980-Xii－５，２２，岡田正哉。

与那国島，l982-Vil－２３，１８，小林正明。

第二次世界大戦前の本には“クビキリバソタモ

ドキ，，の名が付いている。顔面は黒褐色で胸部側

面の脚に接する部分も黒條をなす。本州や九州産

よりも琉球列島産はひと回り大きい。

千葉県以南の本州・四国・九州。太平洋の熱帯

の島々からニューギニア。

※22．Ｐｙγgocoγｙｐｈａｓｐリュウキュウカヤキ

リモドキ（新称）

沖縄島(本部町)，1986-Ｖ－４，１８．

瀬底島，1983-Ｖ－３，１８；1986-Ｖ－４，３

８；１９８６－Ｖ－１０，１８．

Py7ngocoγｙＰｈａ属が我が国から記録されるのは

こ』、§初めてである。本種は台湾のＰＭＯγ、Csα"ａ

(カヤキリモドキ，別名ズトガリクビキリ）に酷似

するが，その異同を確認できなかったためｓＰに

した。ズトガリクビキリの名が示すとおり，本種

の頭頂突起を背方から見ると鋭い三角形をしてい

ることと，前肢と触角は黄色がかっているので他

種とは容易に区別できる。

※２３．Ａｇγαｅｃｉａｓｐリュウキュウヒサゴクサキ

リ（新称）

沖縄島(国頭村)，1984-ｌｘ－５，１２．

噸底島，1982-Viii－１，１２．

Ａgγαecia属が琉球列島から記録されるのはこ

れが初めてである。体の大きさ，体形等が九州以

北のヒサゴクサキリとは違うため表記の和名にし

たが，詳細は標本の数を増やし検討する必要があ

る。

24．ＣＯ"oceP/zａｍｓｍａｃ２Ｌｌａｔｕｓ（LEGuILLou）

ホシササキリ

奄美大島(湯湾岳)，1980-Ｘ１－２２，５８，土井

仲治郎。

沖縄島(首里)，1977-V１－３，３８４２；（羽地

大川)，ｌ９８０－Ｘ－ｌＯ，１２，加納康胴。

瀬底島，l982-Viil-l，３８４９・

座間味島，l977-Vli－２１，２８２２。

宮古島，1981-ｌｘ－７，２８６２。

石垣島，l976-Xil－８，１８１２，紫田保彦；

1976-V１－２１，１２，宮武頼夫；l982-Vil－３０，

２８，小林正明。

西表島，l975-XiI-l2，１８，紫田保彦；１９８２

－V１１１－２３，４８６２･

九州以北では年ｌ化であるが，沖縄島では３～

～４化しているものと思われる。

本州・四国・九州。アフリカ，マレー半島，ニ

ューギニア，オーストラリアにかけての旧世界の

熱帯に分布。

25．Co7zoceP/zα此ｓｇＪａｄｉａｔｕｓ（REDTENBAcHER）

オナガササキリ

沖縄島(与那)，l978-Xl－２０，１８２２；(羽地
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※２９．LePtoeγαtzLγαｓｐヨナグニヒメツユムシ
（仮称）

与那国島(久部良)，1982-Vii－２３，１８，小林

正明。

前胸背肩部が丸みをおびること，前翅背部の黄

褐色線は明瞭でないこと，尾毛の形態等によりヒ

メツユムシ，オキナワヒメツユムシと区別できる。

現在のところ，与那国島のみから知られている。

※３０XIP/DidjoPsissp，フトオピササキリモド
キ（仮称）

石垣島(オモト山)，l980-iii－，１８１２，

河北均；（オモト山)，1985-X１－１５，１２。

与那国島，’982-V１１－２３，２８２２，小林正明。

体色は緑色，頭頂から前胸背，腹部背面にかけ

て濃褐色の太い帯がある(仮称の由来)。後脛節上

側に２例の鰊が，先端には上側に１対，内側に２

対の練を有し，前翅は短く前胸背に隠れる。他の

ササキリモドキ同様樹上性で肉食性の強い種であ

る。

31、GamPsocjejsγW1byue"sisYAMAsAKI

オキナワキリギリス

沖縄島(呉我山)，1977-V１１－２０，２８１２;(羽

地)，１９８０－Ⅵ－２６，６３５?。

伊江島，l983-Vi-l5，４８３２．

瀬底島，1981-V１１－２０，１０８８２･

宮古島，1976-V１－２７，１８，宮武頼夫。

伊良部島，l981-Vii－５，１８，岡徹。

本州や九州に棲息しているＧ６ｕｅγgeγjキリ

ギリスに比べ大形で翅が長く，体長と翅長比，体

長と後脚脛節比等において差があることから1982

年に新種として記載された。1978年来，石垣島や

西表島において棲息調査をしているが未だ確認さ

れていないことから，八重山群島にはいないもの

と思われる。

大川)，l980-X-ll，１８１２，加納康嗣。

産卵管が長い(和名の由来)ので本種の２は簡単

に同定できる。北方系の種とされ，沖縄島から採

集されるのは珍しく，九州以北の種とは別種かも

知れない。

本州・四国・九州。朝鮮，旧満州南部。

26．ＣＯ"oceP/ｚａｍｓｊａＰｏ"ic皿ｓ（REDTENBAcHER）

コバネササキリ

沖縄島(半地)，l983-VIil－２６，２８３２・

南大東，１J983-ｌｘ－１４，２８１?。

石垣島，1976-V１－２１，１８，宮武頼夫；（オ

モト山麓)，l985-Xi－１６，４８３ｇｏ

稀に長翅型が出現し，沖縄島からも採集されて

いる。

湿地を好み水田地帯に多い。本州産とは別種の

可能性がある。

北海道・本州・四国・九州。｜日満州南部，中国，

台湾。

27．Co7zoceP/ZａｍｓｍｅＪａｓ（HAAＮ）ササキリ

沖縄島（呉我山），1978-V１１－１２，７８６?；

(羽地大川)，1980-Ｘ－１０，１２，加納康嗣。

石垣島(名蔵)，1981-V１－２２，２８３２，小林

正明；1985-Ｘi－１６，３８１?。

西表島，1981-Ｘ－３０，２３１９，富永修。

若齢若虫は赤と黒のコントラストが美しく，ま

た，中・老齢若虫は緑がかったきれいな若虫であ

るが，成虫になるとただのササキリとなる。

本州・四国・九州・種子島・屋久島。中国，台

湾，インド，フィリッピン等東洋熱帯。

※28,血PtoteγαｔｚＬ７ａｓｐオキナワヒメツユムシ

（仮称）

沖縄島(与那覇岳)，1981-X1i－３１，２８１２，

藤本艶彦；（与那川)，1985-Ｖ'－２２，２８２２。

８は尾毛が左右でほぼ面対称であること，上翅

が体長に比し短いこと，尾毛が体長に比し巨大で

あること等により本州のヒメツユムシと区別でき

る。

GRYLLACRIDIDAEコロギス科

このグループは頭頂に溝なく，非常に長い触角
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田正哉；（湯湾岳)，l980-Vi-l2，１８，岡田正

哉。

加計呂摩島，’985-V'１－１３，１９，石原伸宏。

体は褐色。前額中央に直径２ｍほどの黄色紋

(新称の由来)がある。前翅の長さは27mm前後。

※５．ＰγｏｓｏＰｏｇγyJZacγｉｓｓｐ．上ノマルコロギ

ス（新称）

石垣島(パンナ岳)，1979-Ｖ－１８，１２，岡田

正哉；（)||平)，l984-Vll-2L12，上島法博。

全体褐色。頭頂より翅端まで47,,,と大型である。

前額中央に直径２．７ｍの燈黄色の丸紋がある｡(新

称の由来)。前翅は31mm。

を有す。附節は扁平で，通常附節盤をもつ。多く

の種は木の葉をつづり合わせた巣の中に潜み，夜

行・動物食性である。５種が記録されている。

１．１Veα〃ｄａｓｍａｇ７ｚｚＬｓＭ丙〒百U耐て雨戸｢￣et

SHlRAKlコパネコロギス

トカラ宝島，1985-V１－２８，１２，石原伸宏。

沖縄島(与那覇岳)，1977-Ｘ１－１９，１８１２，

日浦勇；（呉我山)，l980-Xli－２，１８３２。

石垣島(オモト岳)，l962-Vill－８，１３，岸勘

治；（オモト岳)，1981-Ｘ－８，１２．

西表島，l975-X1i-ll，１２，柴田保彦；１９８３

－ｉ－２３，２２．

波照間島，1983-V１－２０，１８，清水清市。

赤褐色の地色に頭頂背面から腹部背面にかけて

黒色の色斑のある美しい種である。

本州・四国・九州。台湾。

※２．lVba7ziasspオオコバネコロギス(新称）

与那国島(久部良)，l982-Vii－２２，１８１２，

小林正明。

前種とは体の大きさや色斑，前翅の形や大きさ，

尾毛の形等に差があるという。与那国島のみから

記録されている。

３．１V伽ａｍｓ'γogeγtestaceus（ＭＡＴ目mURA

etSHIRAKI）ハネナシコロギス

奄美大島(湯湾岳)，1970-V1-27,18，柴田

保彦。

沖縄島(与那川)，l982-Vii－３，２８；（呉我山)，

1984-Ｖ－５，１８・

石垣島(オモト山)，1984-Vi１－２０，１８；１９８５

－Ｖ'－１５，２８．

和名のとおり無翅で，若虫越冬である。

北海道南端部・本州・四国・九州。

※４．ＰγｏｓｏＰｏｇγyJJacγｉｓｓｐマルモンコロギ

ス（新称）

トカラ宝島，1985-V１－２２，１２，石原伸宏。

奄美大島(中央林道)，1980-Vii－３，３８１２，

伊藤徳造；（山間)，1980-V１－１０，１８１９，岡

ＲＨＡＰＨＩＤＯＰＨＯＲＩＤＡＥカマドウマ科

このグループは例外なく無翅で前脛節に鼓膜は

ない。頭頂突起狭<溝があり，触角基部は互いに

強く接近する。多くは洞穴や林床に棲む。琉球列

島からは８種が記録されているが，この２倍はい

るものと思われる。また，これまで琉球列島から

報告されているカマドウマ（Djestγα、ｍｅ?ｚａ

ａＰｉｃａＪｊｓ）やマダラカマドウマ（Ｄ，ノ妙o"ｊｃａ）

は棲息していないものと思われる。

※lDiestγαｍ７７ｚｅ"ａ（？）ｓｐオキナワカマド

ウマ（仮称）

沖縄島(辺土名)，l981-Vi－２８，１２，小林正

明；（与那)，１９７９－Ｘ１－９，２８１?；（与那川)，

l983-Xli－１０，１?；（羽地大川)，1985-Ｘi－

２３，２９。

小型。前・中脛節末端下側のトゲは２本で中央

の小さいのは欠けている。比較的明るい林道や河

川沿いの林床に多い。

※２．Djestmmme"ａ（？）ｓｐヨナグニカマド

ウマ（新称）

与那国島(祖納)，1982－'11-15，５８６２；１９８４

－１i１－１３，２８２２。

全体茶褐色。洞穴にて採集。３月というのに孵

化若虫から成虫まで棲息していた。このことから
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非休眠性の昆虫で年中繁殖しているものと思われ

る。与那国島のみから記録されている。

※３．Djestγαｍｍｅ７ｚａｓｐアマミマダラウマ（仮称）

奄美大島(湯湾岳麓)，’964-V''１－１，１８１２，

柴田保彦。

体背面のまだらは発達が悪く，全体赤褐色。湯

湾岳麓のマンガン廃坑から得られた個体のみ。

※４．Djestγαｍｍｅ７ｚａｓｐ、ヤエヤママダラウマ

（仮称）

石垣島(バンナ岳)，ｌ９７６－Ｘｉｉ－ｌ８，２８２２，

柴田保彦。

体背面は褐色強く，まだらは明瞭でない。加藤

（1932）のタイワンカマドウマとの関連を検討する

必要あり。

※５．Diestγαｍｍｅ７ｚａｓｐ、ヤエヤマオオカマド

ウマ（仮称）

石垣島(伊野田)，’984-V１１１－２３，２８２９，上

島法博・市川顕彦；（伊野田)，’９８６－１Ｖ－２８，

３８２２。

西表島(浦内川)，ｌ９８１－Ｘ－３Ｌ１８１旱，富

永修；（上原)，1986-Ⅳ－２６，３８１２．

我が国のカマドウマ科昆虫では最大であろう。

体は赤褐色で前胸の光沢は少なく，体全体のまだ

らは不鮮明である。石垣島では洞穴から，西表島

では原生林から採集した。

※６．Diest7a7m7ze7zasp，クメジマカマドウマ

（新称）

久米島(具志川村)，’９８６－１１１－２８，３８６２。

体全体褐色でまだらはほとんど無い。やや大形

で，九州以北に産するカマドウマ（Ｄ・aPjcaJjs）

に酷似する。３月末現在で孵化若虫から成虫まで

みられることから非休眠性と思われる。久米島の

みから知られている。

※７．，２estγα、ｍｅ"ａ（？）ｓｐイヘヤカマドウ

マ（新称）

伊平屋島，１９８５－１－２２，５８６２．

全体茶褐色で洞穴棲。伊平屋島のみから知られ

ている。

※８．Ｒ/zap/zjdoPhoγαｓｐヤンバルオオハヤシ

ウマ（新称）

沖縄島(奥川)，ｌ９７７－Ｘ１－１８，１８，曰浦勇；

（安波)，1986-V１－３，２８３２．

全身褐色。前肢のヒザには内側に可動トゲがあ

る。後脛節背面のトケは１列に20本前後ある。

ＧＲＹＬＬＩＤＡＥコオロギ科

キリギリス亜目のうち，多少扁平で雄の前翅脈

は摩擦発音機構のために大きく変化する。体

色は暗色で目立たぬものが多い。鮒節は３節，

産卵管はキリ状，複眼は発達し，後肢基節は

広く相離れる。体長５ｍ以上のグループを言

う。琉球列島からは48種が知られ，この倍はいる

ものと思われる。

１．ＴαγtαγogγｙＪ此ｓ（？）γitsemae（SAUs‐

SURE）クロツヤコオロギ

奄美大島(新村)，’980-V1－９，２８１２，岡田

正哉；（湯湾岳)，1980-V'－１２，１２，岡田正哉。

ＣＨＯＰＡＲＤ（1961）によってTczγtαγogγｙｊｍｓ

に入れられているが，再検討を要する。琉球列島

では奄美大島のみから記録されている。

関東以南の本州・四国・九州。

２．ＶＧｌａγがictoγ"ｓｓｐリュウキュウツヅレサ

セコオロギ

奄美大島(湯湾)，１９７０－Vi－２６，２８３２，柴

田保彦。

沖縄島(与那川)，1978-Ｖ－５，２８２２；（羽

地大川)，ｌ９８０－Ｘ－１０，１８１９，加納康嗣。

宮古島(平良市)，l981-Vii－１２，１８１２，岡徹。

石垣島(名蔵)，1981-V１－２２，４８，小林正明

；l983-VIii－２６，６８４２。

西表島(古見),1981-V'-27,3832,小林正明。

松浦（1978）は形態や鳴き声に差がないのでナ

ツノツヅレサセの亜種にするのが適当かも知れな

いと述べているが，本種は年２化（５月頃と11月
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頃）であること等生態的に違うため別種とした。

奄美大島以南の琉球列島。台湾，インド北部。

３．VbZαγi/Ictoγ皿sspコガタコオロギ

トカラ中之島，1953-Vi－１０，１８，中根猛彦。

奄美大島(名瀬)，i960-Vll－２０，１２，岸勘治。

沖縄島(首里)，1980-Ｖ－５，２８３２・

宮古島(平良市)，１９８１－Ｖ１－７，２８１旱,岡徹。

与那国島，’982－'''－１３，８８６?；’９８４－１１１

－１４，４８４２･

市川（1983）は８交尾器がセイロン産のＶｂｌα‐

γdyIctoγz`ｓαル幼ａｌＰｉｓ（CHopARD，１９６９）に酷

似する旨報告している。本種は前種に酷似するが，

前種にある後頭部（頭部背面の胸より）の数本の

淡い縦線が無くて黒いこと，触角間の白い“八，,

の字紋が縮まって，触角の上側に白い点となって

いる等で区別できる。また，前種が湿り気のある

所を好むのに対し，本種は比較的乾燥している所

を好む。

関東以南の本州・四国・九州・琉球列島。東南

アジア，セイロン。

※４．MOdicogγｙ/此ｓｓｐリュウキュウヒメコ

オロギ（新称）

沖縄島(首里)，l981-X-l8，１８・

市川はヒメコオロギとしたが，形態や色が異な

ること，本州や四国と分布上連続性がないこと等

により表記のようにしたが，いずれにしても標本

数を増やし再検討する必要がある。筆者所蔵の1

８のみが知られている。

５．MOdicog〃ＪＪｕｓｓｐ、タンポコオロギ

トカラ中之島，1953-V1－３，１２，上野俊一。

沖縄島(安波)，1978-Ｖ－２９，４８４２，小浜

継雄；（南風原)，１９８０－Ｖ－５，２８１２。

久米島(具志川)，1983-Ｖ－１５，３８３９。

多良間島，’９８２－１－２１，２８３２･

与那国島(久部良)，1982-V'１－２４，１８，小林

正明；（祖納)，1983－'１１－１５，４８２２。

これまでVeZαγがjctoγ四ｓ属に含めていたが，

市川（1983）に従って表記のようにした。複眼間

に黄白色の直線(横条)が顕著であるため「イチモ

ンジコオロギ」の別名がある。

本州・四国・九州・琉球列島。台湾，東南アジ

ア，インド。

OMbdjcogγyZ比ＳＣＯ航γｍａｍｓ（WALKER）

（？）ヒメコガタコオロギ

トカラ宝島，1953-Ｖ－２６，１８１９，宮本正

Ｏ

奄美大島(名瀬)，1970-V１－２５，１８，柴田保

彦。

沖縄島(安波)，１９７８－Ｖ－２９，１８，小浜継雄

；（首里)，１９７９－１Ｖ－２０，３８１旱･

宮古島(平良)，’981-V''１－２０，１８，岡徹。

石垣島(宮良)，’983-V''１－２６，５８７２．

西表島(浦内川)，1981-V１－２４，１８１旱,小林

正明；（上原)，’983-V''１－２３，４８５２。

与那国島，1982-V１１－２３，１８，小林正明。

これまではVeZαγifMoγｕｓ属に入れていたが，

市川（1983）に従い表記のようにした。前種が水

田の畦や湿地に棲むのに対し，本種はコガタコオ

ロギ同様比較的乾燥地に棲む゜

琉球列島。台湾，フィリピン。

７．Ｌｏｊｒｏ６Ｊｅｍｍ皿ｓｓｐ、リュウキュウオカメコ

オロギ

沖縄島(安波)，１９７６－X１１－１６，２８２２，柴田

保彦；（知念)，1978-Ｖ－３，５８６２；（名護)，

1980-Ｘ－１１，１８１２，加納康嗣。

宮古島(野田)，l980-X1－１０，１８，岡徹。

石垣島(パンナ岳)，1976-V１－２３，１８１２，

宮武頼夫；（名蔵)，1981-V１－２２，４８７２，小

林正明；（宮良)，’982-V１１１－２６，２８５２．

西表島(大富)，’982-V''－２７，４８１２；小林

正明；（大原)，ｌ９８１－Ｘ－３０，１８，富永修。

与那国島(久部良)，’982-V１１－２３，１８，小林

正明；（祖納)，1983-Ｖ－１８，４８５２。

琉球列島から報告されているオカメコオロギ属は
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本種のみである。

奄美大島以南の琉球列島。台湾，タイ，マレイ，

ビルマ，インド。

８．Ｐ化６jogγｙＪ此sgmtiue7ztγｊｓＷＡＬＫＥＲチビ

クロコオロギ

沖縄島(南風原)，’９７８－V１１－１，３８１２；（首

里）；1983-ｉ－１５，３８３９。

津堅島，’984-V''－２６，６８５２・

宮古島(平良)，’９８２－１－２４，３８４２・

多良間島(塩川)，1982－’－２１，４８４２・

石垣島(宮良)，1982-V１１１－２５，９８８２．

西表島(上原)，1982-V'１１－２３，５８６２・

与那国島(祖納)，’９８３－１１１－１５，３８３２．

タイワンエンマコオロギを小さくしたような黒

色の中型コオロギ。本種の同胞種としてインド北

部にはテンジクチビクロコオロギが，また，ジャワ

やバリ島にはバリチビクロコオロギが棲息してい

るという。

台湾，フィリピン，マレイ，タイ，インドシナ

半島。

９．Ｇγy〃odessZgZJZatus（WALKER）カマド

コオロギ

沖縄島(与那)，l977-Xl-lO，３８４９；（首

里)，’980-V'１－７，４８１２．

屋我地島，1981-V１１１－２５，７８５２･

南大東島，l982-lX-l4，４８４２。

久米島，’９８３－１１１－２８，３８・

宮古島(野田)，l980-iX－１８，２８，岡徹。

与那国島，1982-V''－２３，３３２２，小林正明。

本州や九州では屋内性の昆虫であるが，琉球列

島では野外の昆虫で，年中鳴き声が聴ける。

本州・四国・九州・琉球列島。台湾，ハワイ，

オーストラリア，中南米，ヨーロッパ等世界各地

に分布。

１０ＴｂにogγyノルsocciPZtaJisSERvILLEタイワ

ンエンマコオロギ

トカラ中之島，1953-V１－８，１８１２，宮本正

Ｏ

奄美大島(湯湾岳)，’９７０－V'－２７，２K2，柴田

保彦；（名瀬)，ｌ９７８－ｌＶ－１７，３８１２・

沖永良部島(知名町)，l964-Vii－２７，１８１旱，

筒井嘉隆。

伊平屋島，l978-ii－２０，２８１２゜

伊是名島，１９７８－'１－２３，１８１２・

沖縄島(首里)，1965-Ｖ－５，２８１２；（呉我

山)，1977-Ｖ－５，３８３２；（名護)，1980-Ｘ

－１１，１８，加納康胴ｄ

北大東島，1980－''－１４，５８８２･

南大東島，ｌ９８０－Ｘ－２４，６８７?。

久米島，l983-lii－２８，３８２９・

渡嘉敷島，ｌ９７４－Ｘｉ－３０，１８，柴田保彦。

宮古島(平良)，1978-V１１１－７，３８４２。

多良間島，’９８２－１－２１，３８１２。

石垣島(宮良)，ｌ９７９－Ｖ１ｉ－２５，６８５２。

西表島(大原)，l978-ii－１６，３８６Ｑ･

与那国島，l980-li－２６，２８３旱・

琉球列島には本種と混同するような種は棲息し

ていない。

本州(三重以南）・四国・九州・琉球列島。台湾，

フィリピン等の東洋熱帯。

１１Ｇγy〃zLsM7zaczLZat皿ｓ（ＤＥＧＥＥＲ）フタホ

シコオロギ（クロコオロギ）

北大東島，l980-ii－１４，６８８２・

南大東島，ｌ９８０－Ｘ－２４，９８８２。

宮古島(平良)，1978-VIⅡ－７，４８４９。

多良間島，1982-ｉ－２１，２８１２・

石垣島(宮良)，1979-VⅡ－２５，８８１１２，

西表島(大原)，l978-1i－１６，６８９２・

与那国島，l983-iii－１５，３８４２。

鬼界島(松浦，私信)や沖縄島(東，私信）にも

棲息するとのことだが，確認できなかったので本

報ではこれらの島は除いた。マレー半島，ビルマ，

インド，セイロン等のものはナンヨウフタホシコ

オロギとして分けられている。
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台湾。

１２．ＳｃにγoPteγｚＬｓｓｐ、クマスズムシ

沖縄島(羽地大川)，1984-Ｘ'－２３，１８・

渡嘉敷島，1974-X''－２，１２，柴田保彦。

本州産と琉球列島産とが同一種かどうか個体数

を増やして検討する必要あり。ここでは同一種と

して扱った。

本州南部・四国・九州・対馬。

※１３．，"o/α"dγeu2Lssp、オキナワクチキコオ

ロギ（新称）

奄美大島(瀬戸内)，l975-Vii－８，１８，冨永修。

沖縄島(玉城)，１９７７－Ｘ１－２３，２８；（大宜味)，

1979-Ｖ－２０，１８１旱

久米島，l983-ill－２８，２８１２．

奄美大島から沖縄島にかけて分布するクチキコ

オロギをネソタイクチキコオロギと称していたが

適切でないので表記のように改めた。

※１４，"｡Jα"dγeuzLssp、ヤエヤマクチキコオ

ロギ（新称）

石垣島(オモト岳)，l975-Vii－２４，１８１２；

(八重守之塔)，1975-Xii－１３，１８１２，柴田保

彦；（開南)，1979-Vii－２５，３８１？。

西表島(大原)，１９７８－１i－１７，１３；（上原)，

l982-Viil－２３，５８３２。

前種に比べ大型で，GenitaliaやＶeinも違う。

１５．Xe7zogγｙＺｍｓｍαγ77zoγａｔ四ｓ（HAAＮ）マツ

ムシ

沖縄島(首里)，1971-Ｘ－１０，１３；（与那)，

1977-X１－１７，２８，曰浦勇；（糸満)，1980-Ｘ

－１，１８１４２･

本州や九州産は「チン・チロリン」と鳴くのに

対し，琉球列島産は「チン・チン・チン・チロリ

ン」と鳴くこと，Ｖeinに差があること等から琉

球列島から東洋熱帯にかけて分布するものを「タ

イワンマツム辺とする学者もいるが，東京産と沖

縄産のＦ１，Ｆ２が正常に成育する（松浦，私信)こ

とから少なくとも沖縄産と本州産は同一種と考え

ている。沖縄島以外から採集されていないのは大

変興味ある問題であり，これからの調査に期待し

たい。

本州・四国・九州・対馬。台湾・紅頭喚，シン

ガポール。

１６．Ｃａγdjodac妙如ｓ〃ouaegumeae（HAAN）

マダラコオロギ

奄美大島(笠利)，ｌ９７５－ｉＸ－２３，３８１５１･

沖縄島(与那)，1977-X'－１５，１１８１１２，曰

浦勇；（呉我山)，1976-Ｘ－１０，９８１０９；（羽

地大川)，1980-Ｘ－１０，１８１２，カロ納康嗣。

宮古島(平良)，’981-ｌｘ－１５，３８５２，岡徹。

石垣島(オモト岳)，1979-Vi１－２５，４８７１１１；

(開南)，l985-Xl－１６，３８４２。

西表島(大原)，1982-V'１１－２３，５８７２。

琉球列島のほとんどの島に棲息しているものと

思われる。

台湾からマレー諸島，ニューギニア，北オース

トラリアまでの東洋熱帯。

１７．ＰｂａＺｏγjαγｗｈｗｅ"Sis6sHlRoリュウキュ

ウマツムシ

沖縄島(辺野喜)，1978-V１１－２２，１８，小浜継

雄；（与那川)，1978-Ｘ'－５，３８２２；(汀間)||)，

'980-V'１１－１０，３８２９；（羽地大川)，ｌ９８０－Ｘ

－１０，２８１２，加納康嗣。

石垣島(オモト岳)，’９８０－１１１－１７，１８；（開

南)，l982-VI1i－２７，６８３２；（名蔵)，1981-

V１－２２，１２，小林正明。

本種は1956年に白水陸により奄美大島に棲息す

る旨報告されたのが最初で，その後，松浦や筆者

らによって徳之島，西表島でも鳴き声が確認され

ている。

※１８．血6i"t/Zussp、コバネマツムシ（仮称）

石垣島(名蔵)，1980-Xil－８，１８，岡田正哉。

我が国からは上記の１８のみが得られている。

外見はマダラコオロギに似るが，Genitaliaはマ

ツムシに似るという。石垣島を含めた八重山諸島
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においてはマツムシの代替種として本種が棲息し

ているのかも知れない。

１９．ＡＰ/zo7zoidesjaPo〃jcus（SHlRAKl）マツム

シモドキ

沖縄島(羽地大川)，ｌ９８０－Ｘ－ｌＯ，１２，加納

康胴；（呉我山)，1982-Ｘ１－３，１８１２・

石垣島(パンナ岳)，l980-Vil－３０，１９，小林

正明。

本州(近畿以内）・四国・伊豆七島。

※２０．Ａｶﾉzo"oidbssp・アカマツムシモドキ

（仮称）

沖縄島(名護岳)，l980-X-ll，２８１２，加

納康嗣。

石垣島，’980-V１１－３０，１８，小林正明。

西表島(上原)，l982-Viii－２２，１８１２。

※２１．Ａカノzo7zoidどｓｓｐ、ヤエヤママツムシモドキ

（仮称）

石垣島(名蔵)，1981-Ⅵ－２１，１８，小林正明。

与那国島(久部良)，1982-V'１－２４，１旱，小林

正明。

前記APho7zojdes属３種は前翅の色斑，亜生

殖板，後肢等の形態や色斑で区別できるが省略し

た。

※２２．PcztjsczLs（？）ＫＣzγ7zyjSH1RAKIカルニ

ーカヤコオロギ（新称）

石垣島，1979-Ｖ－１６，１２，岡田正哉；（パ

ンナ岳)，1982-VⅡ－３０，１８１２，小林正明。

西表島(大原)，’977-V１１１－４，１８１９，杉本武

；（古見)，’982-V１１－２５，３８，小林正明；（上

原)，1982-V'''－２２，５８４２･

与那国島(祖納)，l982-Vii－２３，５８６９，小

林正明。

PatjsczLs（?)属が我が国から報告されるのは

今回が始めてである。チガヤを主とした草地等を

スーィーピングすると簡単に採れる。マツムシと同

様な生活をしているものと思われる。本州・四国

・九州等のカヤコオロギは全くの別種である。

台湾・紅頭喚。

２３．Oeca7zt/z2Lsj〃dicmsSAussuREヒロバネ

カンタン（タイワンカンタン）

宮古島(富名腰)，’981-V''１－２４，１２，岡徹。

石垣島(宮良)，1971-Ｘ１－１０，２８．

西表島(上原)，1982-V１１１－２２，３８１２．

いろいろな学名が当てられているが，本報では

表記のようにした。

本州（関東以南）・四国・九州。台湾。

２４．Oecmzt/zzLssp．ヤエヤマチャイロカンタン

（仮称）

石垣島(宮良)，1982-V'''－２６，２８・

八重山以南の東洋熱帯に分布するという。

25．Oeczz?２t/zzLssP．ナンバンミドリカンタン

（仮称）

八重山地方に棲息している（曰浦，1977）とのこ

とだが，筆者はその詳細を知らない。

26．Ｐαγａｔγigo〃ｊｄｕｍ６‘たｓｃｊａｍｍ(SHlRAKl）

クサヒバリ

沖縄島(与那川)，1979-V'１１－３０，２８２２；（羽

地大川)，1982-ｌｘ－１５，１８。〃

昼夜を問わず透き通った声で「フィリリリー」

と続けて鳴く。早朝から鳴くため「アサスズ」の

名もある。

本州(関東以南）・四国・九州・対馬。

27．ＰαγαけigoM/iｕｍ（？）ｓｐコガタクサヒ

バリ（仮称）

西表島(大原)，1982-Ｖ－３，１８，富永修。

前種よりも小型で，８の前翅には暗褐色斑がな

く後腿筋外面の黒条は１本である（前種は２本）

という。

※28．A7zaziP/ｚＱｓｐネッタイキンヒバリ（仮

称）

沖縄島(羽地大川)，ｌ９８０－Ｖｉｌｌ－Ｌ３８１２；(呉

我山)，1982-V１－７，１８１２。

北大東島，１９８３－１－３０，４８６２・

石垣島(宮良)，l982-V1il－２６，４８２２。
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西表島(上原)，’982-V'１１－２３，３８２２。

※29．A7zajriP/ｚａｓｐムナグロキンヒバリ（仮

称）

沖縄島(半地)，’983-V''１－２７，５８６２；（知

念)，l985-Vil－２５，２８４２．

胸部は薄い黒色で他は全体紫がかり，顔に口ひ

げのような黒帯あり。水田地帯に多い。

３０．HomoeoｴiP/zαノycoides（WALKER）ヤマ

トヒバリ

奄美大島(宇検)，l958-Vii－１５，１８，鳥越憲

三郎。

沖縄島(勝山)，１９７７－Ｘ１－２０，１２，曰浦勇；

(汀間川)，1978-Ｖ－１３，３８２２；（与那川)，

1979-Viii－３０，２８１２・

本州・四国・九州。

※３１．HomoeojriPhasp・ネッタイヤマトヒバ

リ（仮称）

石垣島(オモト山麓)，ｌ９８５－ＸＩ－ｌ５，３８１９・

沖縄島産より１回り小形で色斑も異なること等

から小林（1985）は前種と区別している。曰浦

（1977）はヤマトヒバリの分布を東洋熱帯として

いるが，これは本種の分布を言っているのであろ

う。

八重山以南東洋熱帯まで分布？

３２．Digo"ｊｄｍｍｃｊｃｉ〃deJojdesRAMBuRク

ロヒバリモドキ

沖縄島(塩川)，1977-Ｘ１－２０，１８，曰浦勇；

(与那)，l977-Xl－１７，１８，曰浦勇；（呉我山)，

1980-Viii－１０，４８１０２。

久米島(具志川)，1983-iii－１５，４８４９・

北大東島，１９８３－１－３０，４８７９・

南大東島，1980-Ｘ－２５，３８５２・

石垣島(宮良)，1982-Vｉｉｉ－２６，６８４２．

西表島(上原)，l982-Viil－２３，５８４２．

前・中脚の腿節は茶色で脛節は黒色である。琉

球列島の全域に棲息しているものと思われる。

屋久島以南から琉球列島。南インド，スリラン

力，アフリカ。

３３．ＴｒｉｇｏＭ/ｊｕ７７ｚＰα〃iPesSTALオキナワヒ

バリモドキ

トカラ宝島，1953-Ｖ－２６，２８２２，宮本正

。

奄美大島(住用)，１９６４－V|i－３１，２２，筒井嘉

隆。

沖永良部島(知名)，1964-VⅡ－２９，１２，柴田

保彦。

沖縄島(与那)，ｌ９７７－Ｘｉ－ｌ５，１８１２；（首

里)，１９８２－V１１－２８，４８３２・

久米島(具志川)，1983-11i－１５，３８４２。

北大東島(中野)，’９８３－１－３０，６８５２・

石垣島(宮良)，’982-V''１－２６，５８７２．

西表島(上原)，’982-V'１１－２３，１０８８２．

前種に酷似するが，前・中脚の脛節は腿節と同

じ茶色であること，前翅の横脈が多い等により区

別できる。長翅型はよく燈火に飛来する。

小笠原諸島。

※３４．Ｐｔcγo7zemo6fzLssp，ネッタイヤチスズ
（仮称）

トカラ中之島，1953-Ｖ－２５，１８，宮本正一。

奄美大島(住用)，１９７２－１－９，１２，柴田保彦。

沖縄島(半地)，1983-V''１－２７，６８７２；（知

念），１９８４－V１１－１０，３８２９。

西表島(古見)，1981-Ⅵ－２６，１８，小林正明。

与那国島(旭川)，1980-1i－２６，３８１２・

九州以北のヤチスズが休眠するのに本種は非休

眠で年中若虫や成虫が見られる。東洋熱帯のもの

と同一種と思われる。

３５．PZeγo7zemoMLssp、リュウキュウチピスズ

（仮称）

沖縄島(辺野喜)，1977-Ｘ１－１６，１８，曰浦勇

；（与那)，’982-V１１－２８，３８４２。

渡嘉敷島，1974-Xil－１，１８，柴田保彦。

曰浦（1977）は奄美大島から八重山諸島に分布

するという。
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３６Ｄｊａ７ｚｅｍｏ６ｍｓｿZigγo/bzsciatus（MATsuM‐

ＵＲＡ）マダラスズ

奄美大島(名瀬)，1970-Ⅵ－３０，１２，柴田保彦。

北海道・本州・四国・九州・対馬。

３７Ｄｊα"ｅｍｏ６ｍｓノtzsciPes（WALKER）リユウ

キュウマダラスズ（ネッタイマダラスズ）

西表島(大富)，1982-V１１－２９，５８４２，小林

正明；（上原)，1982-V'１１－２３，４８７２．

前種が卵休眠にて越冬するのに比し，本種は非

休眠で，年中若虫や成虫が見られる。

八重山群島。マレー半島，インド，セイロン等

の東洋熱帯。

３８．Ｄｉａ７ｚｅｍｏ６ｍｓｓｐ，リュウキュウシバスズ

（ネッタイシバスズ）

沖縄島(与那)，1980-Ｖ－５，３８１２；(首里)，

l978-Vii－１３，２８６２。

渡嘉敷島，l974-Xil－１，２８１２，柴田保彦。

宮古島(平良)，1981-Ｘ１－２８，１８１２･

石垣島(名蔵)，’981-V１－２２，３８２２，小林

正明；（開南)，’９８２－V'１１－２６，４８５？。

西表島(上原)，’982-V１１１－２３，７８４Ｑ・

人為的に移された（正木説）という奄美大島名

瀬市の一部で発見されるシバスズＤ・伽如doを

除いて琉球列島に棲息しているものは全て本種と

思われる。九州以北には本種に酷似するシパスズ

が棲息する。東洋熱帯に分布しているのはＤ・

taPγo6a7ze7zsjsであるという。

※３９．ＰαγαPteγo〃emo6jzLsdajtoe7zsjs
ソ、

OsHIRoダイトゥウミコオロギ（新称）

南大東島，’983-ｌｘ－１４，１４８１７２・

九州以北のナギサスズ，対馬のツシマナギサス

ズに比し図体が大きく，腹部背面に褐色で波形の

バンドが各節にある等，前二者とは明らかに別種。

新種として1986年９月発行の「昆虫」VoL55に載

る予定である。

４０Thete〃αeZegα"sKoBAYAsHIイソスズ

沖縄島(与那)，1983-Ｘ１－２７，１８。

屋我地島，1983-VⅢ－２５，１３８２０２．

津堅島，1984-VⅡ－２０，１０８１２旱･

西表島(祖納)，1982-V''－２７，１５８２０２･小

林正明。

与那国島(祖納)，1983－'１１－１５，１２。

小林正明により1982年に西表島で発見・記載さ

れた。和名のとおり磯や砂浜に棲む゜

41.Ｍzγ/"emo6izLsasα/Zj7zaZ（YAMAsAKI）マン

グローブスズ

石垣島(宮良)，’982-V'''－２６，２１８１８？。

西表島，l982-Vii－２１，１８，小林正明；（上

原)，’984-V１１－２２，２８３２．

和名のとおりマングローブ林床に棲み，８２共

に無翅で鳴かない。周年若虫や成虫が見られるこ

とから非休眠性の昆虫と思われる。

４２０γ〃e6iusKα〃etatα豚（MATsuMuRA）カネ

タタキ

奄美大島(名瀬)，’982-1Ｖ－２４，２８・

沖縄島(呉我山)，’981-V１－１４，２８３２･

宮古島(平良)，1985-X１－１３，２８・

石垣島(バンナ岳)，’982-V'１－３０，２８１２，

小林正明；（オモト岳)，l982-Viil－２６，３８１２．

西表島(上原)，1982-VⅡ１－２４，２８２２･

九州以北のカネタタキに比し大型であるため別

種の可能性もあるが，本報では同一種とした。

本州・四国・九州・伊豆諸島・対馬ｄ

４３．０γ"e6伽６〃αc"ZatzJs（SHlRAKI）イソカ

ネタタキ

沖縄島(与那)，1981-V１－１８，７８１０２・

石垣島(宮良)，l982-Viil－２６，２８３２。

西表島(大富)，l982-Vil－２９，２８･小林正明

；（上原)，1982-V１１１－２４－２４，４８４２・

与那国島(祖納)，1983-Ｖ－１８，２８２２。

本州・四国・九州。台湾。

※４４．０γ〃e6jusspヤェヤマカネタタキ（仮
称）

沖縄島(呉我山)，l981-Vill－２０，１０８１２９。
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石垣島(オモト岳)，l982-Vlii－２６，４８３２。

西表島(浦内Ⅱ|)，l982-Vii－２７，４８４２，小

林正明；（上原)，1982-Viii－２４，２８２旱。

与那国島(久部良)，1982-V'１－２３，２８２２，

小林正明。

８はオレンジ色の翅が大変美しい。

※４５．０γ〃ｅ６ｍｓｓｐ・ヒルギカネタタキ（仮称）

石垣島(宮良川)，’984-V１１－１８，２８２２，上

島法博。

西表島(上原)，1984-V１１－２２，１８２旱，上島

法博。

マングローブ樹上に棲み，８の前翅は燈黄色で

とても美しい。

※４６．０γ"ｅ６ｍｓｓｐウスクロカネタタキ（仮
称）

沖縄島(知念)，1980-V'１１－８，３２。

２は全体灰黒色であるが８は未知。沖縄島のみ

から知られている。

47．ＥｂｔａｔｏｄｅγｚＬｓａ冗冗皿JiPedzLs（SHirW1）ア

シジマカネタタキ

トカラ宝島，l953-Vi-l，１８１２，宮本正一。

奄美大島(名瀬)，１９８２－１Ｖ－２４，２８･

沖縄島(与那)，l977-X1－１６，３８７２，日浦

勇；（知念)，1980-Ｘ－１０，４８３２・

石垣島(オモト岳)，l982-Vili－２６，３６４２．

西表島(上原)，1982-Viii－２４，７８６２・

本州・四国・九州。台湾。

４８m6αγα、α／γjo77zo妃ｊ伽α"αＹ醐鴎AKI

イリオモテヒメカネタタキ

津堅島，1984-Vii－２８，５８４２･

石垣島，l983-Vill－２０，２３１９，上島法博。

西表島，1983-Viii－２４，１８１２，上島法博。

砂浜の落葉下に棲息する小形の美しいカネタタ

キである。1985年１２月山崎柄根により新属新種

として記載された。

ＭＹＲＭＥＣＯＰＨｌＬＩＤＡＥアリツカコオロギ科

体長２～３ｍ・アリの巣の中に棲む特殊化した

コオロギ。体は楕円形でずんぐりしている。翅が

無いため鳴けず，前脚に聴覚器もない。周年，若

虫や成虫が見られる。琉球列島からは２種が知ら

れている。

※１．Ｍ)'γmecop/zijusspダイトゥアリツカ

コオロギ（新称）

北大東島．(中野)，’９８３－１－３０，３８２２．

本種の酷似種であるMsczppoγeγzsZs（アリツ

カコオロギ）が全体茶褐色であるのに，本種は黒

褐色である。北大東島のみから発見されている。

※２Ｍ'γmecoph伽ｓｓｐヨナグニアリツカ

コオロギ（新称）

与那国島(祖納)，l983-lli－１８，３８１９。

本種の最大の特徴は胸部背側面中央に１本

の黄色帯があり，体色は前種に比しやや淡い

茶黒褐色を呈す。与那国島のみから知られている。
ＩＯｉ？

GRYLLOTALPIDAEケラ科

体長３０～35,゜湿った土中にトンネルを掘り，

「ボー」と低音で続けて鳴く。２も鳴くと言うが

詳細は分らない。雑食性で，後翅は長くよく燈火

に飛来する。前脚はトンネルを掘るのに都合の良

い形になっている。前胸背板は大きく，産卵管は

退化する。琉球列島からは１種のみが知られてい

る。

１．ＧγyZJota恥afossoγScuDDERケラ

トカラ宝島，1953-Ｖ－２９，１２，中根猛彦。

トカラ中之島，1953-V１－８，１８１２，宮本正

。

奄美大島(名瀬)，1970-V１－２５，１８，柴田保

彦。

沖縄島(与那)，1977-Viil－３０，２８１２・

石垣島，１９７９－Ｖ-20,1若虫，岡田正哉。

西表島，l982-Vii－２６，１８，小林正明。
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韻６

'．､２．Ｅ”αγαtettijrtγjcaγ/７２α〃ｓ（BoL1vAR）

ホソハネナガヒシバッタ（新称）

沖縄島(与那)，’982-V１１－２８，２８１２゜

北大東島，１９８３－１－３０，３８３２・

南大東島，1983-ｌｘ－１３，２８１２．

西表島(古見)，l983-VIii-21；１８，市川顕彦。

３．ＥｕPαγαrejtなｊ７ｚｓ"【αγｉｓＢＥｌＢＩＥＮＫｏハネ

ナガヒシバッタ

奄美大島（曰浦，1977)。

北大東島，’９８３－１－３０，３８４２。

与那国島，’９８３－１１１－１６，２８１２゜

本州・四国・九州・対馬。

４Ｃγjoteltなノ”o"jc"ｓ（HAAN）トゲヒシバ

ッタ

沖縄島(半地)，’983-V１１１－２７，２８１２・

本州・四国・九州・対馬。台湾（？)。

※５．Ｃγjotettiz6iSPi"oｓｕｓ（DALMAN）タ
イリクトゲヒシバッタ（新称）

石垣島(カラ岳)，1983-V'１１－２４，１８１２，市

川顕彦。

※６．Ｅ"cγjorettなｏｃ"/MLS（BoLIvAR）ナガ
レトゲヒシバッタ（新称）

西表島(浦内111)，l982-VlIi－２４，３８２２･

与那国島(祖納)，l983-ili-l6，１８．

渓流や湿地に棲息する比較的大きなヒシパッタ

で，複眼が出張っていることからデメトゲヒシパ

ツタともいう。

７．AzLstγｏｈα"COC腕ａＰＪａｔｙ"Ota（KARNY）ヒ

ラタヒシバッタ

奄美大島(湯湾岳)，1970-Ｖ－２７，１２，柴田

保彦。

奄美大島以南の琉球列島。台湾。

※８．ＡPteγotettijrsp・チビヒラタヒシバッタ
（仮称）

西表島(浦内川)，1983-V１１１－２２，１８１２．上

島法博。

与那国島(祖納)，1983-iii－１６，１８１旱。

松浦（私信）によれば，琉球列島産は九州以北

産と音色が違うため別種の可能性があるとのこと。

TRlDACTYLIDAEノミバッタ科

体長４～５mm・全身黒色。後肢腿節は太くよく跳

ねる。翅は小さくて飛べない。発音器も聴覚器も

ない。日当たりの良い湿地に穴を掘って棲む゜分

類学上はバッタとコオロギの中間に位置する。琉

球列島からは２種が知られている。

※，、Trjdacty此ｓｓｐオキナワノミパツタ
（仮称）

沖縄島(半地)，’983-V111-27,28・

九州以北の種とは別種と思われるので表記の和

名にしたが，個体数を増やして検討する必要あり。

※２．Didacty印ｓｓｐ，ヤエヤマノミバッタ
（仮称）

西表島(豊原)，1983-V''１－２１，２８１２，上島

法博。

与那国島(旭川)，’９８３－１１１－１８，２８３２。

触角の先に白い点がある等は前種及び九州以北

の／ミバッタと異なる。

ＴＥＴＲＩＧＩＤＡＥヒシバッタ科

菱形をした体長１０～25Imnの小さなバッタであ

る。生活史等はほとんど判っていない。しばしば

奇妙な前胸背板をもつ。分類の遅れているグルー

プである。琉球列島からは10種が知られている。

※１Ｅ”αγαtettZbrleγso"α〃ｓ（BoLIvAR）
ミナミハネナガヒシバッタ（新称）

沖縄島(与那)，1982-V１１－２８，１８１９；（半

地)，l983-Vii－２７，２８１２・

北大東島，１９８３－１－３０，３８３２･

石垣島(カラ岳)，1983-V'１１－２４，１８，市川顕

彦。

西表島(祖納)，1983-Viii－２０，２８７２，上島

法博。
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別名をコヒラタヒシパツタとも言う。

※9.Ｔｅ〃此sp・ﾋﾒﾋｼﾊﾞｯﾀ(仮称)

沖縄島(与那)，’983-V'１１－２５，２８１２，市川

顕彦。

石垣島(石垣)，’983-V''１－１９，８１２，上島

法博。

西表島(古見)，1983-Viii－２１，２８２２，上島

法博。

与那国島(祖納)，l983-1Ii－１６，２８１２。

※１０．ＰＪａ妙gauiaJid1i皿ｍｆＯγ、｡sα冗皿、

（TlNKHAM）イポトゲヒシパツタ（新称）

西表島(浦内川)，l983-Viii－２２，１８１２，上

島法博。

渓流や湿地に棲息するととう。

２．Atmctomoゆ/zaPsittacma（HAAＮ）アカ

ハネオンプバッタ

沖永良部島，’964-V１１－２６，１９，柴田保彦，

沖縄島(与那)，1980-V''１－１９，２８３９；（佐

敷)，１９８６－１－１８，２８・

久米島，１９８３－１１i－２８，２８２２。

座間味島，１９８０－V１１－２６，３８２２。

宮古島(平良)，1981-V'－７，１８１２，岡徹。

石垣島(オモト山麓)，1985-Ｘ'－１６，２８１２．

西表島(大原)，l980-Xil－５，２８３２，岡田正

哉。

与那国島，l982-Vii－２３，２８，小林正明。

前種に酷似するが，後翅基部が桃色であること，

頭頂部が幅広くより平滑であることで区別できる。

琉球列島。台湾，中国，アッサム，ジャワ。

ＰＹＲＧＯＭＯＲＰＨＩＤＡＥオンブバッタ科

体は長菱形。前翅は長く腹端を越えるが，翅を

使って飛ぶことは出来ない。イネ科植物に混じっ

て生活するに適した体形・体色をしている。８は

旱に比べてかなり小さく，早の背に乗ったままで

いるのがよく見られるためオンブパソタの名があ

る。琉球列島からは２種が知られている。

１．AtγαctomoWza化tcz（MoTscHuLsKY）

オンプパッタ

奄美大島(山間)，’980-V１－１０，１２，岡田正

哉。

沖縄島(与那)，1977-X１－１５，２８５２，日浦

勇。

渡嘉敷島，l974-XlI-l，１８２２，柴田保彦。

久米島，１９８３－１１１－２８，１８２２。

宮古島(平良)，1981-iii－１５，１８２旱，岡徹。

沖縄島では山地に本種が，海岸部にアカハネオ

ンブバッタが棲み分る傾向にある。

北海道・本州・四国・九州・琉球列島。朝鮮，

華北，台湾。

ＡＣＲＩＤＩＤＡＥバッタ科

形は多様で通常頭頂溝はない。翅の長短はさま

ざま。鼓膜器官は正常でいろいろな型の発音機構

をもつ。アンテナは30節より少ない。産卵管は通

常４本の短いシャベル状をなす。琉球列島からは

29種が知られている。

１．HieγogjyPh"ｓα〃"皿ﾉﾉCOγ"iｓ（SHlRAKI）

ヒゲマダライナゴ

宮古島(平良)，l981-iX－２７，１旱，岡徹。

石垣島(パンナ岳)，l982-Vli－５，２８１２，宮

武頼夫。

西表島(船浦)，1978-Ｘ－２，１旱，小浜継雄。

和名のとおり触角に黄白色の帯がある。前胸背

には黒色の３本の横みぞがある。

台湾・海南島，中国，インド，ベトナム。

２．Ｏｚｙａｈｙｊａｊ"tγicata（STjiL）コイナゴ

沖縄島(奥川)，1977-Ｘ'－１８，３８４２．曰浦

勇；（半地)，l983-Viil－２６，２３１２・

渡嘉敷島，l974-Xli－１，４８１２，柴田保彦。

石垣島(登野城)，1975-X'１－１１，１８，柴田保

彦。
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西表島(大原)，１９７５－X１１－１１，１８，柴田保彦。

水田地帯に多い。

琉球列島。台湾，インドシナ，フィリピン。

３０死ﾂαｃ/Zｍｅ"sｉｓ力γ、Csα"αSRiRA面．タ

イワンハネナガイナゴ

奄美大島(名瀬)，1970-Ⅵ－２５，１２，柴田保

彦；（朝仁)，1970-V１－３０，２８１２，柴田保彦。

沖縄島(辺土名)，ｌ９７７－Ｘｌ－ｌ５，１８２２。曰

浦勇；（名護)，l980-X-ll，１８１２，加納康

嗣；（半地)，’983-V''１－２６，３８４２・

渡嘉敷島，l974-Xii－１，３８，柴田保彦。

石垣島(米原)，l975-ili－９，３８１旱，柴田保

彦；（オモト山麓)，1985-Ｘｉ－ｌ６，２３２２．

西表島(船浦)，1981-Ｘ１－１，１８，富永修；

(上原)，l982-Vill－２３，２３３２。

与那国島(祖納)，1983-iil－１６，２３１９。

琉球列島。中国，朝鮮，台湾。

４．Ojryaノapo〃jca/apo"ｊｃａ（THuNBERG）

ハネナガイナゴ

奄美大島(宇検)，1958-Vi１－１５，２２，鳥越憲

三郎。

宮古島(平良)，1981-ｉｉｉ－１５，１８３２，岡徹。

本州・四国・九州。台湾，ビルマ，インド。

５．Ojryayezoe"sisSHIRAKIコバネイナゴ

トカラ宝島，1953-Ｖ－２６，１旱，宮本正一。

渡嘉敷島，l974-Xi-30,1旱，柴田保彦。

石垣島(バンナ岳)，1982-Vi１－３０，１８１旱。

小林正明。

北方産は小型，南方産は大型になる傾向がある。

イナゴの佃煮の主原料となる。

北海道・本州・四国・九州。インド，フィリピ

ン，セレベス。

６．ＯｊｒｙａＰｏｄｉｓｍａＫＡＲＮＹタイワンコパネ

イナゴ

石垣島(オモト山頂)，1986-Xi－１６，３８４２･

福原（1982）は奄美大島以南台湾まで分布し，

水田には棲息しない旨を論じているが，詳細につ

いてはわからない。

７．Geso冗皿Zα伽,zct蛾o九s（STAL）オキナワ

イナゴモドキ

沖縄島(百名)，１９７７－Ｘ１－２２，２２８１１２，曰

浦勇；（大浦川上)，ｌ９８０－Ｘ－１１，１８１２，加

納康胴；（石川)，1980-|Ｘ－３，４８３９・

石垣島(米原)，l976-Xil－１９，１８１２，柴田

保彦。

西表島(豊原)，l983-Viii－２１，１８，市川顕彦。

与那国島，1982-V１１－２３，２８２２，小林正明。

ミズイモやサトイモ葉上で群棲しているバッタ

類は本種と思って良い。

琉球列島。台湾・海南島，中国。

８．ＰαγαＰｏｄｉｓｍａｓｐ，アマミフキバッタ

奄美大島(湯湾岳)，ｌ９８０－Ｘ１－２２，２８３２，

土井伸治。

奄美大島のみから知られ，１年l化で成虫は６

月から12月に見られ，ミカン等を食害するという。

※９．ＰａｍＰｏｄｉｓｍａｓｐ・オキナワフキバッタ
（仮称）

沖縄島(石川山城)，l979-iX－９，１８１２，小

浜継雄；（羽地大川)，l981-Xli－３０，１８，藤本

艶彦。

沖縄島のみから知られているが，生態的なこと

は全く判っていない。

※１０．ＰαγｃｚｐＯｄｉｓｍａｓｐ，ヤエヤマフキパツタ
（仮称）

石垣島(パンナ岳)，ｌ９８０－Ｘｉ１－４，１８１２，富

永修；（オモト岳)，l985-Xi－１６，２８１２。

※，，、Ｐａｍｐｏｄｉｓｍａｓｐ，ヤエヤマモモアオフ
キバッタ（仮称）

石垣島(オモト岳)，l982-Vii－６，１２，宮武

頼夫。

西表島(浦内川)，l982-Vii－２４，１８１２，小

林正明。
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※１２．Ｆ》Ｍｓｔｏ旅γｉｏＺａｓｐタラノキフキバッ

タ（仮称）

沖縄島(羽地大川)，1978-V'１１－９，１８１２，小

浜継雄；（辺土名)，1981-V'－２８，２８４旱，小

林正明。

沖縄島のみから記録され,タラノキを食するという。

１３〃`α九gαノ”｡〃/Ｃａ（BoLiVAFf）ツチイナゴ

トカラ宝島，1953-Ｖ－２６，２２，宮本正一。

伊平屋島，１９８２－１１１－２２，１９，富永修。

沖縄島(与那)，l977-Xi－１５，１８，曰浦勇；

(名護)，1980-Ｘ－１１，１８１２，加納康嗣；（南

風原町)，1982-Ｘ－１０，１８２２。

久米島，1983-iii－２８，２８･

石垣島(吉原)，1982-V|i－７，１８・宮武頼夫

；（宮良)，l982-Vlii－２７，１８２２。

西表島(大原)，1981-Ｘ－３０，１８，富永修；

(上原)，1982-V'１１－２３，１２．

Ｐａｍ７ｚｇａ属の中では最北の地に分布し，成虫で

越冬する。

本州・四国・九州・琉球列島。北西ヒマラヤ，

東中国，朝鮮。

１４．Ｐａｒａ７ｚｇａｓｕｃｃｊ?zcta（JoHANNsoN）タイ

ワンツチイナゴ（セスジツチイナゴ）

奄美大島(湯湾)，１９６６－V'１１－２１，１２，神吉正

雄；（笠利)，１９７８－Ⅳ－１７，１旱。

沖永良部島(知名),1964-V１１－２６，１２,柴田保彦。

沖縄島(与那)，l981-Vili－１９，２８３２；（首

里)，1985-Ｘ－１４，２３･

渡嘉敷島，1974-Xil－１，１２，柴田保彦。

久米島，1983-iii－２８，１?。

宮古島(平良)，’9８１－１１１－１２，２８２９，岡徹。

石垣島(名蔵)，1981-Ⅵ－２２，１８１２，小林

正明；（オモト山麓)，1985-Ｘ'－１６，１８２２．

西表島(上原)，1982-Viil－２２，１８１２・

与那国島(久部良)，l982-Vii－２２，１旱，小林

正明；（祖納)，1983-iii－１６，２２．

前種に酷似するが，本種は後翅基半部が鮮やか

な紅色を呈し，前翅先端部の黒斑が明瞭な細条を

なすこと，前胸背の後縁が黄色を呈すこと等で区

別できる。

日本での北限は奄美群島。台湾，フィリピン，

ボルネオ，インド，セイロン，中国。

１５．乃α皿Ｊｉａｏγ〃αｔａａｍａｍｊｅ"sjsYAMAsAKl

アマミモリバッタ

奄美大島(湯湾岳)，l980-Xl－２３，１２，土井

伸治郎。

徳之島にも棲息するという。

１６．ＴｒａＴＬＪｉａｏγ〃αｔａｏ彫"αuﾉae7zsjsYAMAsAKI

オキナワモリバッタ

沖縄島(与那)，1977-Ｘ１－１５，４８１２，日浦

勇；（首里)，1979-Ｘ－１０，２８２２；（名護)，

1980-Ｘ－１０，１８１２，加納康嗣。

渡嘉敷島，1974-X'－３０，１８，柴田保彦。

１７．TrazL〃αｏγ〃ａｔα/ｓｈｊｇａ豚e7zsisYAMAsAKI

イシガキモリパツタ

石垣島(名蔵)，1981-V１－２２，１８１２，小林

正明；（オモト岳)，1982-V１１１－２７，２８２２．

１８．Ｔｒα〃Ｚｊａｏγ〃αｔａｊγjo77zote7zsjsYAMAsAKI

イリオモテモリバッタ

西表島(大富)，1975-Xii-l2，１８，原幸治；

l982-Viii-l6，１８，河合正人；（仲間川)，１９８１

－Ｘ－３０，１２，富永修。

１９．Dα迦Ｊｉａｏγ〃ａｔαソo7zagtL7zje〃sisYAMAsAKI

ヨナケニモリバッタ

与那国島(久部良),1982-VⅡ－２３，１８２２。小

林正明；（祖納)，1983-iii－１５，１８２？。

乃αＭｉａ属はインドから東南アジアに約40種が

棲息するという。ＹＡＭＡＳＡＫＩ（1966）は琉球列

島のものは島毎に形態が違うとのことから上記の

５亜種に分けている。

20．Qztα"tOPs（Ｓ伽ocatα"tOPs？）SPZe7zdms

（THuNBERG）アカアシホソバッタ

宮古島(下地)，l981-iil－２９，３８１■，山西

良平。
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石垣島(パンナ岳)，’９８２－V''－３０，２８，小林

正明；（オモト山麓)，l985-Xl－１６，２８１２．

西表島(浦内川)，1982-Ｖ－２，１９，富永修。

与那国島(祖納)，’983－'１１－１８，２８１２・

宮古島以南。台湾，フィリピン，インド。

２１．EyPγePoc7zemjss/z/γαｈｊｊＢｏＬＩｖＡＲセグ

ロイナゴ

沖永良部島，’964-V１１－２７，１２，筒井嘉隆。

｜日名はセグロバプタだったが，本種はイナゴ亜

科に属するため表記の和名になった。川原や丘陵

などのやや湿った草地に多い。

本州・四国・九州・対馬。朝鮮，中国。

２２．EyPγePoc"e伽ｓｊｓｈｊｇａｈｍｚｓｊｓＳＨｌＲＡＫｌ

イシガキセクロイナゴ

宮古島(平良)，’981-V'－２１，１８２２，岡徹。

石垣島(名蔵)，1981-V１－２２，１８，小林正明

；（オモト山麓)，ｌ９８５－Ｘ１－１６，２８１２．

本種は前種と酷似するが，頭頂が少々突出する

(前種は丸い）こと，体長に対する翅長比が大きい

こと，後腿節背面の鋸歯は無いかはっきりしない

(前種は有)等で区別できる。

２３Ａcγｊｄａｃｍｅγeａ（THuNBERG）ショウリ

ョウバッタ

トカラ宝島，1953-Ｖ－２６，１８，宮本正一。

奄美大島(朝仁)，1970-V１－３０，１８１２，柴

田保彦。

沖永良部島，1964-V'１－２５，１２，柴田保彦。

沖縄島(首里)，1980-Ｘ－１４，２８１２；（玉

城)，１９８６－１－１８，２８２２・

渡名喜島，’９７８－１Ｖ－２８，１８１２，小浜継雄。

久米島，l983-ill－２８，２８１２・

宮古島(平良)，1980-iii－２０，１８２２，岡徹。

石垣島(名蔵)，1981-V'－２２，１８３２，小林

正明；（宮良)，1982-V１１１－２７，１８１２。

西表島(古見)，l982-Vii－２６，２８，小林正明。

与那国島(久部良)，l982-Vli－２３，３８１２，

小林正明；（祖納)，1983-11i－１７，１８１旱。

波照間島，１９８３－V１－２１，１８，清水清市。

本州・四国・九州・琉球列島。朝鮮，台湾。

２４．Comsta6jcoJoγ（HAAN）ショウリョウ

バッタモドキ

沖縄島(羽地大川)，1980-Ｘ－１０，１２，加納

康嗣；（知念)，１９８４－X'－９，１８２?。

渡嘉敷島，l974-Xil－１，２８，柴田保彦。

石垣島，1980-X１１－９，１８，岡田正哉。

西表島(古見)，l982-Vii－２６，３８２２，小林

正明。

前種に似るが，身体の背面はほとんど直線状，

後脚は短い。やや湿ったイネ科草地に棲む゜

本州・四国・九州・琉球列島。東南アジア。

２５．Locz4stamigγαtoγiaLINNAEusトノサマ

バッタ

奄美大島(宇検)，1958-V''－１５，１？，鳥越憲

三郎。

沖永良部島，l964-Vii－２６，１２，柴田保彦。

沖縄島(与那)，1980-V|i－１０，２８２２。

南大東島，1983-ｌｘ－１４，３８４２。

宮古島(砂川)，1981-Ｖ－１７，４８４２，岡徹。

別名をダイミョウパツタともいい，中国や中央

アジアでは群生相を生じ大群で移動する（飛皇)。

南北大東島でも大発生(転移相）してサトウキビに

大害を与えたことがある。

北海道・本州・四国・九州・琉球列島。旧北区，

ヨーロッパ，アフリカ。

２６Ｇａｓｔγ航a7ngzLsmαγ、oγａｔⅢｓ（THuNBERG）

クルマバッタ

トカラ宝島，1953-Ｖ－２６，１２，宮本正一。

沖縄島(安波)，１９７８－Ｖ－３０，１２；（佐敷)，

1980-Ｘ－２３，２８３２。

渡嘉敷島，ｌ９７４－ＸｉＩ－１，２８，柴田保彦。

宮古島(新里)，1976-Vi－２７，３８，宮武頼夫。

石垣島(米原)，l975-ili－９，１８，柴田保彦。

西表島(大富)，1981-Ｘ－３０，１８，富永修。

波照間島，1983-Vi－２１，１８，清水清市。
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本州・四国・九州。中国から東洋熱帯。

27．DjZoP/zidiαα""TルノａｔａｊａＰＯ"jcaSAussuRE

イポバッタ

宮古島(平良)，1981-iii－１８，２９，岡徹。

西表島(船浦)，１９７８－Ｘ－２，２２，小浜継雄；

(古見)，1983-Vi１１－２１，１８，市川顕彦。

与那国島(久部良)，１９８２－Vii－２３，２８３２，

小林正明；（祖納)，’983－'１１－１６，２８３９。

変異の多い種で近似種が多く，分類は再検討を

要す。

本州・四国・九州。朝鮮，台湾，東南アジア。

28．Heteγ”蛇γ"ｉｓγeSPo"｡e"ｓ（WALKER）ア

カアシバッタ

沖永良部島，1964-V'１－２５，１２，柴田保彦。

伊平屋島，1982-iii－２２，１８，春沢圭太郎。

沖縄島(伊豆味)，1977-X１－２０，２８２２，曰

浦勇；（羽地大川)，1980-Xil－１，１８２２。

座間味島，1983-V１１－２３，１８２９。

渡嘉敷島，l974-Xii－１，１２，原幸治。

石垣島(バンナ岳)，1982-VⅡ－３０，５８３２，

小林正明；（オモト山麓)，1985-Ｘi－１６，２８２

２。

西表島(大富)，1981-Ｘ－３０，１２，富永修。

与那国島(久部良)，1982-VⅡ－２３，１８，小林

正明；（祖納)，１９８３－１１１－１８，２８２２．

後腿節内側は８２ともに赤。外からは８だけが

側方下面の赤いのがわかる程度で旱は外側には赤

色はない。

琉球列島以南。インド，セイロン，ビルマ，マ

レー半島，ジャワ，スマトラ。

29．AjoJoPz‘ｓｔａｍ"此ｓ（FABRIcIus）マダラ

バッタ

トカラ諏訪瀬島，1984-V1－２９，２２，清水清

市。

トカラロ之島，1984-Vi－１５，２８１２，清水

清市。

トカラ宝島，1953-Ｖ－２６，１８２旱，宮本正

◎

奄美大島(朝仁)，1970-V'－３０，１８５旱。柴

田保彦。

沖縄島(本部)，l977-Xl－２０，１２８１３２．曰

浦勇；（羽地大川)，ｌ９８０－Ｘ－１０，１８，加納康

嗣；（首里)，1985-Ｘ１－２２，２８１２。

北大東島，１９８３－１－３０，２８２２。

渡名喜島，’978-1Ｖ－２８，２８，小浜継雄。

宮古島(下地)，’981－'''－２９，１９，山西良平。

石垣島(オモト山麓)，1985-Ｘ１－１６，１８２旱。

西表島(古見)，1982-V１１－２７，３８２旱，小林

正明；（大富)，1981-Ｘ－３０，４８１２，富永修。

与那国島，1983-V１－１，１８，丹羽力。

本州・四国・九州・琉球列島。台湾からインド

等の東洋熱帯。

要約

１．本報には琉球列島（トカラ列島～波照間・

与那国島）の直翅目138種を記した。その内訳は

キリギリス科31種，コロギス科５種，カマドウマ

科８種，コオロギ科48種，アリツカコオロギ科２

種，ケラ科１種，／ミバソタ科２種，ヒシバソタ

科１０種，オンブバソタ科２種，バッタ科29種とな

っている。

２．キリギリス科の中でオキナワヘリグロツユ

ムシＰＳＷα"αｓｐ.，ヤエヤマヘリグロッユムシ

Psyγα"αｓｐ.，サキオレッユムシIsopseγαｓｐ.，

ナカオレッユムシIsopseγαｓｐ.，アシグロウマ

オイＨｅｚａｃｅ７ｚ伽ｓｓｐ.，マングローブウマオイ

Ｐｈｉｓｉｓｓｐ.，リュウキュウカヤキリモドキＰＷｇｏ‐

ＣＯγｙｐｈａｓｐ.，リュウキュウヒサゴクサキリ

Ａｇγαecmsp．，オキナワヒメツユムシLepto‐

teγα、γαｓｐ.，ヨナクiニヒメツユムシLePtoteγα‐

ｔｕγαｓｐ.，フトオピササキリモドキXWzidjo”s

sp、の11種は初めて記録された。

３．コロギス科のオオコバネコロギスlVba7zjas

sp.，マルモンコロギスＰγosoPogγyJJacγｊｓｓｐ.，
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上／マルコロギスルosoPogγyJlacγｉｓｓｐ・の３

種は初めての記録である。

４．カマドウマ科の８種はすべて初めて記録さ

れた。

５．コオロギ科のリュウキュウヒメコオロギ

Modjcogγｙｌｍｓｓｐ.，オキナワクチキコオロギ

Ｄ四o/α"dγeu"SSP，ヤエヤマクチキコオロギ

Ｄ四oJα"dγｅｍｓｓｐ，コバネマツムシLe6伽/zTLs

sp，アカマツムシモドキＡＰ/zo"oidessp，ヤ

エヤママツムシモドキＡｶﾉzo"ojdessp.，カルニ

ーカヤコオロギＰａｔｉｓｃｚ４ｓｈαγnyi，ネッタイキン

ヒバリＡ７ｚａｚｉＰｈａｓｐ，ムナグロキンヒバリ

Ａ"α工ｊＰｈａｓｐ，ネソタイヤマトヒバリＨｏｍｏｅｏ－

Ｚ功Ａａｓｐ.，ネツタイヤチスズPteγo7zemo6ZTLs

sp.，ダイトウウミコオロギＰαγcJPteγo7ze77zo6jTLs

dajtoe"sｉｓ，ヒルギカネタタキＯγ"e6iussp.，

ウスグロカネタタキＯγ"e6iussp・の14種は初

めて記録された。

６．アリツカコオロギ科の２種はすべて初めて

記録された。

７．／ミバソタ科は全て今回初めて記録された。

８．ヒシパソタ科のミナミハネナガヒシパソタ

Ｅ幼αγαtet血Ｐｅγso"αtTLsホソハネナガヒシバ

ソタＥ”a7atettijrtγjcaγi"ａｍｓ，タイリクト

ゲヒシパソタＣγiotettjjc6iSPi7zos皿ｓ，ナガレ

トゲヒシバッタEzLcγjotet胸ｏｃＴ４ＪａＭｓ，チビ

ヒラタヒシバッタＡｐｔｅγotettなｓｐ．，ヒメヒシ

パソタＴｂｔｒｍｓＰ.，イポトゲヒシバツタＨａｔｙ‐

ｇａｕｆａＪｉｄｍｍｆｏγmosα"ｕｍの７種は初めて記録

された。

９．バッタ科のオキナワフキバッタＰａｍｐｏ‐

ｄｉｓｍａｓｐ．，ヤエヤマモモアオフキパソタＰαγａ－

Ｐｏｄｉｓｍａｓｐ，ヤエヤマフキバッタＰαγαPodjsma

sp.，タラノキフキパソタルuhsto，プセγｊｏＺａｓｐ・

の４種は初めて記録されたものである。
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１ｓｐｅｃｉｅｓｏｆｆａｍ・Gryllotalpidae，２ｓｐｅｃｉｅｓ

ｏｆｆａｍ・Tridactylidae，１０ｓｐｅｃｉｅｓｏｆｆａｍ・

Ｔｅｔｒｉｇｉｄａｅ，２ｓｐｅｃｉｅｓｏｆｆａｍ・Pyrgomo-

rphidae，２９ｓｐｅｃｉｅｓｏｆｆｂｌｍ、Acrididaewere

listeｄｉｎｔｈｉｓｒｅｐｏｒＬ

Ｐｓｙγα"αｓｐｌ，Psyγα"αｓｐ、２，IsoPseγαｓｐ、

１，IsoPseγαｓｐ，２，Hejcace〃tγｚ４ｓｓｐ.，Ｐｈｊｓｉｓ

ｓｐ，Ｐｙγgoco7eyPhasp.，Ａｇγαｅｃｉａｓｐ，Ｌｅ‐

Ptoteγａｔ皿γαｓｐｌ，LeptoteγａｔⅢγαｓｐ、２，

XiPhidioPsjssp・ｏｆｆａｍ・Tettigoniidaeare

newrecordintheRyukyulslands

lVeaｱｚｊａｓｓｐ.，ＰγosoPogγyZZacγｊｓｓｐ、１，

ＰγosoPogγyZlacγｊｓｓｐ、２ｏｆｆｂｌｍ・Grillacri‐

ｄｉｄａｅａｒｅｎｅｗｒｅｃｏｒｄ

Ａｌｌｓｐｅｃｉｅｓｏｆｆａｍ、Phaphidophoridaeare

newrecord・

MOdjcogγｙＺ此ｓｓｐ.，DuoZa7zdγｅｕｍｓｓｐ、１，

D2Lolα"dγｅｕＴＬｓｓｐ２，Le6j〃ｵﾉzussp.，ＡＰ/DC‐

〃ｏｉｄｅｓｓｐｌ，ＡＰﾉzo"oidessp、２，Ｐａｔｊｓｃｕｓ

ｈαγ7zyi，A7zajriP/ｚａｓｐ、１，Ａ"αriPhasp、２，

HomoeoriP/zａｓｐ.，Pteγo"emo6iTLssp，Ｐａ－

γαPte7o"emo6msdajtoe"sjs，Ｏγ"ｅ６ｉｕｓｓｐ

ｌ，Ｏγ"ｅＭＬｓｓｐ２ｏｆｆＥｌｍ・Grillidaeare

newrecord

A11specieｓｏｆｆａｍ・Myrmecophilidaeare

newrecord、

Ａｌｌｓｐｅｃｉｅｓｏｆｆａｍ・Tridactylidaearenew

record

E”αγαtettizPeγｓｏ〃αtzLs）Ｅ”αγαtettzjr

tγjcaγi"αtTLs,Cγjotettjjr6jsが"oszLS,Eｕｃγi-

otettjzoc皿ｍｍｓ，ＡＰ化γotettj工ｓｐ.，T1etγjr

sp，PJatygaujaJlidmm/bγ疵Csα"z↓、ｑ/九ｍ・

Tetrigidaearenewrecord

PαγcZPodjs77zaspl，ＰαγcZPodismasp、２，

,1985．ANewGenusandSpecies

ofMogoplistidae(Orthoptera,Grylloidea）

fiFomtheRyukyus・Proc、Jap・SOC・Syst・

Zoo１．，３１：４４～４９．

Summary

FromtheRyukyulslands，１１

１３８speciesofOrthopterous

speciesoffam・Tettigoniidae，

familiesand

insects：３１

５speciesｏｆ
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PαγαPodismasp、３ａｎｄＦγuhsto旅γｉｏｌａ

ｓｐｏｆｆａｍ，Acrididaearenewrecordfrom

theRyukyulslands．

追記：本報印刷中に沖縄島（国頭村）から次の種

が採集されたので記録しておく。

Anostostomidae(?)クロギリス科(新科）

鞠"α6γoPsis（?)ｓｐヤンパルクロギリス

（新称）

沖縄島(国頭村)，1986-V'－２１，１８

l2o

Anostostomidae(?)，Ａ"α6γoPsjs(?）が

我が国から記録されるのはこれが初めてで

ある。８２ともに無翅で，体色は黒色，各

肢ともひざから先は純白。土中に穴を掘っ

て巣をつくり，昼間はそこに潜み，夜間に

なると出歩く地上性・夜行型昆虫である。


